
【淀川水系犬飼川】令和６年５月出水に係る整備効果
■犬飼川（京都府）では、H30年7月豪雨において、避難判断水位を上回る出水が発生。
■出水を踏まえ、5か年加速化対策等を活用して、集中的に河道掘削等を実施。
■R6年5月27～28日の出水では、H30年7月豪雨と同規模の雨量を記録したが、これまでの治水対策により、
並河橋付近において河川水位を約0.7ｍ低減させ、避難判断水位を下回ることができた。
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※現時点の情報につき、今後の調査等により変更となる可能性があります。
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